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ビジネス インテリジェンスとは
今日、ビジネス インテリジェンスは、情報技術の重要な要素になっています。この用語は以前から使用されているものの、漠然としていて意味が不明確でした。この用語は、意思決定支援、分析、およびデータ ウェアハウジングと同義で使用されてきましたが、現在のビジネス インテリジェンスにはもっと明確な定義とわかりやすい適用範囲があります。文字どおりに解釈すると、ビジネス インテリジェンスとはビジネスに対する知力、つまり理解力のことです。この理解力は、ビジネス活動を分析することで得られます。 

分析は、マーケティング、販売、サービス活動、これらの活動に対する顧客の反応、および顧客の反応に対応する際の社内システムと供給元のシステムの動きを表す情報を収集して行います。このような情報収集を一度限りではなく継続的に実行し、その情報を、レポート、クエリおよび分析、OLAP、データ マイニングなどの広範囲の手法を用いたアクセス、処理、プレゼンテーションが容易になるように編成し格納します。最後に、上記の手法を適用した結果を参考にしてビジネス活動を改善し、この分析サイクルをもう一度開始します。 

このビジネス インテリジェンス プロセスによって、有意義で実利的な結果が得られます。このテクノロジを実装し、プロセスを適用すると、ビジネスが効率的かつ効果的なものになり、利益が増加してコストが減少し、顧客や供給元との関係が改善されます。
ビジネス インテリジェンスの発展
ビジネス インテリジェンスのテクノロジとその使用法も、よく理解されるようになってきました。より効率的に実装され、より効果的に適用されるようになっています。少し前までは、ビジネス インテリジェンスは完全には連携していないテクノロジで実装され、常に最新テクノロジをインストールしようとする企業にだけ配備されていました。これらは場あたり的に適用され、これらのテクノロジを使用および適用する必要があるスキルを身に付けようとする一部のユーザーだけが使用していました。弊社は、ビジネス インテリジェンス テクノロジとそれらが適用されている場所を調べました。既に結果の出ている利益は限られていますが、潜在的な利益は広範囲に及ぶと思われました。 

実際、2000 年にはこのレポートの前段階のレポートを書いています。そのレポートでは、完全に連携していないビジネス インテリジェンス テクノロジの 1 つである OLAP に重点をおきました。その中で、主要な供給元の OLAP 機能を評価、比較し、他に提供されるビジネス インテリジェンス テクノロジを調査しました。
今日では、ビジネス インテリジェンス テクノロジはより緊密に統合されています。使用法も簡単になり、より広い範囲で展開、使用されています。ビジネス インテリジェンスは、企業の隅々にまで浸透し、顧客や供給元に対する企業の境界を越えて適用されています。 

ビジネス インテリジェンスのこれらの進歩は、主に現在の経済によってもたらされました。現在の経営は、技術的な投資とそれによる収益の増加に関するより慎重な判断が求められる経済情勢の中で行われています。企業は、経営をより効果的で効率的なものにするための戦略としてテクノロジを使用したいと考えています。ビジネス インテリジェンスは、それらの有効性と効率性の触媒となり得ます。そして、ビジネス インテリジェンスによって、利益の増加とその実証がより簡単にできるようになっています。
ビジネス インテリジェンス プラットフォーム
ビジネス インテリジェンスをできるだけ広範囲のユーザーに提供し、そこから得られる利益を最大化するために、ビジネス インテリジェンス テクノロジを組織化する必要があります。これらのテクノロジは、上で述べたビジネス インテリジェンス プロセスを実装でき、あらゆる種類のユーザーに対して最適な応用が可能なインフラストラクチャの中に配備する必要があります。このようなインフラストラクチャを、ビジネス インテリジェンス プラットフォームと呼びます。 

ビジネス インテリジェンス プラットフォームの要件
ビジネス インテリジェンス プラットフォームに望まれるテクノロジを以下に挙げます。また、各テクノロジは、以下で説明する機能を実装している必要があります。
· データ ウェアハウス データベース。ビジネス インテリジェンス プラットフォームは、データ ウェアハウジングのリレーショナル データベースと多次元データベースの両方をサポートしていることが期待されます。また、格納モデルは両者にわたるデータの分散をサポートし、データ モデルはデータの格納場所にかかわらず、データへの透過的またはほぼ透過的なアクセスがサポートされていることが期待されます。
· OLAP。OLAP は、ビジネス インテリジェンス プラットフォームに必須の要素です。分析に最も広く使用されています。ビジネス インテリジェンス プラットフォームは、データベース内部での OLAP サポートと共に、OLAP 機能、OLAP 機能へのインターフェイス、OLAP の構築機能および管理機能を提供する必要があります。
· データ マイニング。データ マイニングは、いまや主流機能になっています。これはビジネス インテリジェンス プラットフォームに必須の機能です。プラットフォームには、データ ウェアハウスのデータを操作できる各種アルゴリズムを提供するデータ マイニング機能を含めるべきです。 

· インターフェイス。ビジネス インテリジェンス プラットフォームは、データ ウェアハウス データベース、OLAP、およびデータ マイニングへのオープンなインターフェイスを提供する必要があります。必要に応じて、標準に準拠したインターフェイスを使用してください。標準に基づくオープンなインターフェイスを使用すると、ビジネス インテリジェンス プラットフォームの機能を利用するアプリケーションを購入したり、構築したりするのが簡単になります。
· 構築機能および管理機能。ビジネス インテリジェンス プラットフォームは、データ ウェアハウス データベース内でデータ ウェアハウスを構築および管理する機能を提供する必要があります。構築機能には、データ ウェアハウス モデルの実装、運用ソースからのデータの取得、移動、変換、クレンジング、およびモデルに応じたデータ ウェアハウスの初期ロードとインクリメンタル更新が含まれている必要があります。人気のあるパッケージ ソフトウェアのデータベース、ファイル、データなどを含めて、広範囲のデータ ソースをサポートする必要があります。強力かつ柔軟な変換機能が必要です。定義済みの変換機能のパッケージ化が必要です。また、これらの機能はプログラム言語で拡張可能であることが期待されます。管理機能は、プラットフォームのすべてのリソース、つまりユーザー、データ、プロセスを操作できる必要があります。パッケージ化された強力かつ柔軟な機能が必須です。ビジュアル ツールで使いやすくなっていることが望まれます。
ビジネス インテリジェンス プラットフォームは、これらのテクノロジを緊密に統合している必要があります。種々雑多なテクノロジの混成ではなく、首尾一貫したプラットフォームである必要があります。たとえば、1 つのツールセットで、リレーショナルおよび多次元のデータ ウェアハウスの両方を構築および管理できる必要があります。 

パートナーシップ
ソフトウェア供給元が生き残るためには、パートナーシップが必要不可欠です。どのソフトウェア供給元でも、自社の研究開発部門のリソースを使用してすべての要件を処理し、同時にソフトウェアを収益が多く競争力のある状態に保つことはできません。パートナーシップによって、ソフトウェア供給元はすばやくマーケットに参入し、マーケットの変化に迅速に対応することができます。パートナーシップを利用することで、ソフトウェア供給元は自社の研究開発リソースを特化でき、より生産的で機敏なものにすることができます。 

ビジネス インテリジェンス プラットフォームの場合、パートナーシップへの取り組み方によって供給元が区別されます。パートナーシップは、ビジネス インテリジェンス プラットフォームへのコミットメントのレベルと、これらのプラットフォームを構成するテクノロジに対するコントロールのレベルを指示します。ビジネス インテリジェンス プラットフォームの供給元は、プラットフォーム構築機能および管理機能だけでなく、自社のプラットフォームに関するテクノロジすべてを所有したほうがよいと弊社は考えます。エンドユーザー ツールでプラットフォーム リソースにアクセスし、カスタム ビジネス インテリジェンス アプリケーションを構築できるように、供給元はパートナーシップをもっと適切に使用できるようになります。また、供給元は自社のプラットフォームのリソースを使用するパッケージ化されたビジネス インテリジェンス アプリケーションのためにパートナーシップを使用するべきです。 

ビジネス インテリジェンス プラットフォームの主要供給元
2000 年に行った OLAP の分析と比較では、OLAP の主要供給元は (アルファベット順に) Hyperion Solutions、IBM、Microsoft、Oracle でした。今回のビジネス インテリジェンス プラットフォームの分析と比較でも、主要供給元は同じです。ビジネス インテリジェンス インフラストラクチャに関して、マーケットはこれらの企業を信頼しています。 

過去 2 年間で変化したものは、各社のリーダーとしての位置づけです。たとえば、2000 年には Microsoft は新規参入企業でした。OLAP とビジネス インテリジェンスに関しては新参者であったため、同社の製品は関心を引き始めたばかりでした。Microsoft は 1990 年代後半に、テクノロジに関して重要な決定と投資を行いました。今日、Microsoft は量的には OLAP のリーダーであり、同社のビジネス インテリジェンス プラットフォームは他の主要供給元のプラットフォームと同等のものです。また、Microsoft が 2000 年に OLAP で示した価格設定とパッケージ化の優位性は、現在では同社のビジネス インテリジェンス プラットフォーム全体に表れています。その結果、同社のプラットフォームには、他の主要供給元のプラットフォームでは得られない価値があります。
2000 年に、Oracle は、価値は立証されているが、買収で獲得した OLAP 機能を提供しました。しかし、これらの OLAP 機能は、Oracle のリレーショナル機能とは無関係に独立して実装されました。ここ 1、2 年で、Oracle は同社のリレーショナル データベースで OLAP 機能とリレーショナル機能の両方を提供することで、より統合されたビジネス インテリジェンス プラットフォームに移行しました。その結果、現在の Oracle は技術的に一貫したビジネス インテリジェンス プラットフォームを提供していますが、同社の OLAP 実装はツールおよびアプリケーションの供給元にまだ広く採用されてはおらず、際立ったマーケット シェアを達成していません。 

Hyperion は、2000 年には OLAP のリーダーでした。ビジネス インテリジェンス プラットフォームの視点から、同社は OLAP データベース、それをサポートするツール、および OLAP アプリケーションをサポートするインターフェイスを提供しました。2002 年 4 月に同社の Essbase OLAP サーバーの新バージョンが導入されましたが、Hyperion のビジネス インテリジェンス製品は今日でも本質的に以前と変わっていません。同社は、プラットフォームの要件変更による進化を遂げていません。現在は、OLAP の主導権を Microsoft と分け合っていますが、同社が提供する機能の幅の狭さによって、ビジネス インテリジェンス プラットフォームの主導権を握ることができません。 

IBM は、データ マイニング機能を同社のビジネス インテリジェンス製品により緊密に統合することで、2000 年よりも地位を向上させました。しかし、IBM は依然として、ビジネス インテリジェンス プラットフォームを完成させるために、OLAP に関して Hyperion の OEM パートナーシップに依存しています。このパートナーシップのために、IBM は同社のプラットフォームを完全にコントロールできず、プラットフォームへの完全なコミットメントを実現できていません。
このレポートについて
このレポートには 2 つのセクションがあります。最初のセクションでは、主要供給元 4 社のビジネス インテリジェンス プラットフォーム戦略を説明および分析します。4 社の戦略、パートナーシップへの取り組み方、パッケージ化および価格設定について議論すると共に、各社のプラットフォームを構成する製品とテクノロジについて簡単に説明します。2 つめのセクションでは、4 社がビジネス インテリジェンス プラットフォームの各要件をどのように扱うかを評価および比較し、主な長所と短所について議論します。 

ビジネス インテリジェンス プラットフォーム戦略の比較
Microsoft のビジネス インテリジェンス プラットフォーム戦略
Microsoft のビジネス インテリジェンス プラットフォーム戦略は、同社のデータベース製品 SQL Server 2000 から始まりました。SQL Server 2000 は、.NET サーバーの背後にある格納およびクエリのアンカー テクノロジです。そして、SQL Server の主要アプリケーションの 1 つがビジネス インテリジェンスです。Microsoft のビジネス インテリジェンス プラットフォーム戦略は、以下のような要素を通じて SQL Server ベースのテクノロジと製品を利用しています。
· 高度なデータ ウェアハウジング手法、強力な分析機能、およびプラットフォームのすべてのコンポーネントにわたる優れたパフォーマンスとスケーラビリティによって、包括的なビジネス インテリジェンス プラットフォームを提供します。
· Microsoft のビジネス インテリジェンス プラットフォームを利用すると、次のことを実現できます。 
· ビジネス インテリジェンスを企業の隅々にまで押し進めます。
· ビビジネス インテリジェンスを企業内にさらに普及させます
· ビジネス インテリジェンスをさらに多くのユーザー、さらに多くの種類のユーザーに利用可能にします
Microsoft はこのプラットフォーム戦略を、よく知られた立証済みの Microsoft 製品のマーケティング方式によるアプリケーションによって実施します。この方式には、次のような重要な要素が含まれます。
· すばやい実装
· 学びやすさと使いやすさ
· 低コストと高価値
· すばやい投資収益 (ROI)
これが、Microsoft が繰り返し示し、一貫して成功してきた方式です。同社は、Windows プラットフォーム (現在は .NET プラットフォーム)、OLTP アプリケーションに使用する SQL Server データベース、e コマース プラットフォームの Commerce Server、アプリケーション開発スイートの Visual Studio でこの方式を使用して成功しました。"すばやい実装" や "使いやすさ" という表現には懐疑的になりますが、Microsoft は常にそれを提供してきました。しかも、それは予算額が少ない小企業だけの話ではありません。Microsoft は、あらゆる規模の企業にデータ ウェアハウジングの価値を提供します。 

Microsoft のビジネス インテリジェンス プラットフォーム戦略を利用すると、企業の規模、ビジネス インテリジェンスのスキルや経験のレベル、IT 予算の額にかかわらず、企業全体にビジネス インテリジェンスを展開して、ビジネス インテリジェンスの恩恵、つまりすべてのビジネス過程における効果の高さ、効率のよさ、品質の高さを獲得することができます。 

パートナーシップ
Microsoft のビジネス インテリジェンス プラットフォームは、Microsoft のテクノロジの上に構築されます。Microsoft は、デザイン、開発、製品マーケティング、サポートのあらゆる面をコントロールしています。同社は、このプラットフォームがデータベース戦略の中核をなし、.NET に必須の要素であると考えています。Microsoft の顧客とパートナーに一貫性と統合性、および時機をえたテクノロジを提供するために、計画、デザイン、開発、製品マーケティングの視点から、プラットフォーム全体をコントロールすることが重要です。しかし、Microsoft および同社のビジネス インテリジェンス プラットフォームにとって、パートナーシップは必要不可欠です。同社は現在、パートナーシップを利用して、プラットフォームをサポートする専用のビジネス インテリジェンス ツールとアプリケーションの基盤を構築しています。これらのパートナーシップによって、プラットフォームの採用が簡略化および加速され、プラットフォームのリソースにアクセスしやすくなります。これは、パートナーシップへの取り組み方として理想的なものです。
Microsoft の取り組み方を IBM と比較してみましょう。Microsoft は自社のビジネス インテリジェンス プラットフォームを持っていますが、IBM はプラットフォームの OLAP テクノロジを Hyperion から OEM 供給されているため、自社のビジネス インテリジェンス プラットフォームをコントロールできません。では、Microsoft の取り組み方を Oracle と比較してみましょう。Oracle は、1995 年にInformation Resources, Inc. および同社の Express テクノロジを Oracle9i で買収して以来、独立したリレーショナル テクノロジおよび OLAP テクノロジを維持した後、自社の RDBMS 内に OLAP を実装し、Express に重きを置かなくなりました。この方法で、Oracle は自社のビジネス インテリジェンス プラットフォームをコントロールできるようになりましたが、現在はマーケットでの採用数が限られている、テクノロジとして未熟であるという欠点があります。 

Microsoft のビジネス インテリジェンス プラットフォーム
Microsoft のビジネス インテリジェンス プラットフォームは、SQL Server の上に構築されます。SQL Server の機能によって、リレーショナルおよび多次元データ ウェアハウジング、OLAP、データ マイニング、リレーショナルおよび多次元データ ウェアハウスの構築機能および管理機能が提供されます。SQL Server は、柔軟で拡張可能なオブジェクト指向の COM コンポーネント モデル上に構築された一連のアプリケーション インターフェイスも提供します。これらのインターフェイスによって、すべてのビジネス インテリジェンス リソースに柔軟にアクセスできるようになり、アプリケーションの要件の処理をコントロールできます。実際、ビジネス インテリジェンス プラットフォームの要件のほとんどは、SQL Server の機能によって完全に処理されます。 

パッケージ化と価格設定
パッケージ化と価格設定については、Microsoft のビジネス インテリジェンス プラットフォームが、Oracle、IBM、および Hyperion のプラットフォームを大きく引き離しています。プロセッサ ベースのライセンスでは、SQL Server Enterprise Edition の場合にプロセッサあたり 19,999 ドルの料金で、完全なビジネス インテリジェンス プラットフォームが手に入ります。OLAP、データ マイニング、構築機能および管理機能は、データベース機能として付属しています。 

Oracle の場合、リレーショナル データベースの Enterprise Edition だけで、プロセッサあたり 40,000 ドルの料金がかかります。OLAP、データ マイニング、構築機能および管理機能は、同社のデータベースの Enterprise Edition 用にパッケージ化された機能であり、すべて別途料金が必要です。IBM の場合、基本的な構築機能および管理機能が組み込まれた、リレーショナル データベースの Enterprise Server Edition だけでプロセッサあたり 25,000 ドルの料金がかかります。OLAP、データ マイニング、高度な構築機能および管理機能はすべて別料金です。Hyperion の場合、パッケージ化された構築機能および管理機能を持つ OLAP だけでプロセッサあたり 28,000 ドルの料金です。
Oracle のビジネス インテリジェンス プラットフォーム戦略
Oracle は、データベースとアプリケーションという 2 つの主要ビジネスを行うソフトウェア企業です。同社のデータベース ビジネスの現在のフラッグシップ製品は Oracle9i です。これは、あらゆる種類のインターネット ベースのアプリケーションをサポートすることを目的とした、オブジェクト/リレーショナル データベース管理システムです。Oracle9i では、Oracle が "ビジネス インテリジェンス アプリケーションを構築するための完全な統合インフラストラクチャ" と称するものが統合されています。そのため、包括的なビジネス インテリジェンス プラットフォームを提供するための Oracle のビジネス インテリジェンス プラットフォーム戦略は、同社のフラッグシップ データベース システム上に構築され、その内部に統合されます。
パートナーシップ
Oracle のビジネス インテリジェンス プラットフォームでは、パートナーシップの役割はあまり大きなものではありません。"完全な統合インフラストラクチャ" とは、すべてのプラットフォーム コンポーネントは Oracle が提供し、Oracle9i に基づいているという意味です。Oracle の研究開発部門は、プラットフォーム全体のデザイン、開発、およびサポートをコントロールしています。Microsoft と同様に、Oracle はビジネス プラットフォームのツールとアプリケーション用にパートナーシップを利用していますが、同社は現在、自身のビジネス インテリジェンス ツールおよびアプリケーションでこれらのパートナーと競合状態にあります。Oracle のビジネス インテリジェンス プラットフォームには、パートナーのテクノロジは含まれていないため、プラットフォームのコンポーネント、テクノロジ、および統合をコントロールする上で Oracle には大きな優位性があります。 

Oracle のビジネス インテリジェンス プラットフォーム
Oracle9i は、Oracle のビジネス インテリジェンス プラットフォームの基盤です。OLAP 機能は Oracle9i OLAP で提供され、データ マイニング機能は Oracle9i Data Mining で提供されます。どちらも Oracle9i Enterprise Edition の機能です。構築機能および管理機能は、2 つのツールセットで提供されます。1 つめの Oracle Enterprise Manager は、主要な管理フレームワークおよび DBA ツールセットであり、OLAP の構築および管理用のツールセットでもあります。2 つめは Oracle9i Warehouse Builder です。このツールセットは、Oracle Internet Developer Suite のコンポーネントであり、リレーショナル データ ウェアハウジング リソースを管理し、リレーショナル データ ウェアハウス モデルおよび ETL をデザインするための機能を提供します。 

パッケージ化と価格設定
パッケージ化という視点から見ると、Oracle はあまりバンドルを行っていません。同社のビジネス インテリジェンス プラットフォームのすべてのコンポーネントは、別々にパッケージ化され、価格が設定されています。構築コンポーネントおよび管理コンポーネントは別に価格が設定され、サブコンポーネントとしてパッケージ化されています。Oracle9i Enterprise Edition の価格は、プロセッサあたり 40,000 ドルです。Oracle9i OLAP は、プロセッサあたり 20,000 ドルです。Oracle9i Data Mining は、プロセッサあたり 20,000 ドルです。そして、Oracle Warehouse Builder は、指定ユーザーごとに 5,000 ドルの料金がかかります。これらを加え合わせると、Oracle のビジネス インテリジェンス プラットフォームは、Microsoft のビジネス インテリジェンス プラットフォームより 5 倍以上高くなります。 

IBM のビジネス インテリジェンス プラットフォーム戦略
企業として見ると、IBM にはハードウェア、ソフトウェア、コンサルティング サービスという 3 つのビジネスがあります。ソフトウェア ビジネスには、WebSphere ソフトウェア、DB2 データ管理ソフトウェア、Lotus (コラボレーション) ソフトウェア、および Tivoli (システム管理) ソフトウェアがあります。ビジネス インテリジェンスは、IBM が提供する DB2 データ管理ソフトウェアの 2 つのソリューションのうちの 1 つです(もう 1 つのソリューションは e-business です)。 

IBM は、ビジネス インテリジェンスを "ウェアハウジング、データ マイニング、および OLAP" と定義しています。これは、弊社のビジネス インテリジェンス プラットフォームの定義とまったく同じです。つまり、IBM のビジネス インテリジェンス ソリューションはビジネス インテリジェンス プラットフォームと同じです。 

IBM のビジネス インテリジェンス戦略は、企業が顧客を知り、その知識を利用して競争力を獲得し、利益を最大化してコストを最小化するための支援をすることです。ビジネス インテリジェンスは、明言こそされていませんが IBM のすべてのマーケットを対象にしています。同社は、企業の業種や規模、その企業内でビジネス インテリジェンス プラットフォームを使用するユーザーの種類に応じたビジネス インテリジェンスの位置づけについて明確な区別はしていません。すべての状況に適合する汎用的なアプローチをとっているのです。
IBM のビジネス インテリジェンス プラットフォーム
IBM のビジネス インテリジェンス プラットフォームは、同社の DB2 データ管理ソフトウェアを基にしています。DB2 Universal Database (UDB) が、リレーショナル データ ウェアハウジング機能を提供します。このデータベースには、リレーショナル データ ウェアハウジングの基本的な構築機能および管理機能も統合されています。OLAP 機能と OLAP の構築機能および管理機能は、DB2 OLAP Server によって提供されます。DB2 OLAP Server は、Hyperion から OEM 供給を受け、商標を付け直した DB2 Enterprise Server Edition の機能です。データ マイニング機能は、DB2 Intelligent Miner と DB2 OLAP Miner によって提供されます。DB2 の統合されたリレーショナル構築機能および管理機能は、Warehouse Manager によって拡張され、DB2 OLAP Administrative Services によって OLAP の構築機能および管理機能が提供されます。
パートナーシップ
IBM は、同社のビジネス インテリジェンス プラットフォームを組み立てるために、一連のパートナーの協力を得ています。最も重要なパートナーシップは、Hyperion Solutions とのものです。パートナーから、プラットフォームの構築機能および管理機能を高める ETL 機能とデータ クレンジング機能も提供されています。 

1999 年に結成された Hyperion とのパートナーシップによって、すぐに IBM に OLAP 機能が与えられ、IBM は以前参入しておらず研究開発に投資していなかった重要マーケットに参入することができました。しかし、長期的には、このパートナーシップは IBM のビジネス インテリジェンス プラットフォームと、ビジネス インテリジェンスの顧客とパートナーにとって不利益になります。理由は次のとおりです。OLAP は、IBM のビジネス インテリジェンス プラットフォームを構成するコンポーネントというよりは、アドオンとして利用されています。IBM は、OLAP テクノロジとその開発、およびビジネス インテリジェンス プラットフォーム内での統合について直接コントロールすることはできません。製品開発スケジュールを同期させることができません。IBM の構築機能および管理機能は、OLAP および DB2 データ ウェアハウスを扱うように簡単に拡張できません。OLAP の重要性を考えると、IBM は Hyperion を買収するか、自身の OLAP を開発するべきです。そうしない限り、同社のビジネス インテリジェンス プラットフォームは常に不利な立場にとどまることになるでしょう。 

パッケージ化と価格設定
3 つの例外を除いて、IBM のビジネス インテリジェンス プラットフォームのすべてのコンポーネントは、別々にパッケージ化され価格が設定されています。個々のコンポーネントはそれほど高価ではありませんが、全体としてのプラットフォームはかなり高額なものになります。DB2 UDB の価格は、Enterprise Server Edition V8.1 の場合にプロセッサあたり 25,000 ドルです。これには、Data Warehouse Center の基本的な構築機能および管理機能が含まれています。DB2 OLAP Server の価格はサーバーあたり 28,000 ドルで、指定ユーザーごとに 1,500 ドルが加算されます。これには、DB2 Administrative Services の構築機能および管理機能と、DB2 OLAP Miner のデータ マイニング機能が含まれています。Intelligent Miner には 3 つのコンポーネントがあります。3 つのコンポーネントをすべて購入すると、合計でプロセッサあたり 75,000 ドルかかります。そして、高度なリレーショナル構築機能および管理機能の DB2 Warehouse Manager は、プロセッサあたり $10,600 ドルです。ここまでで合計 $138,600 ドルになり、これに外部 ETL およびデータ クレンジング ツールの価格と、DB2 OLAP Server のユーザーごとの料金が加算されます。これを、Microsoft のビジネス インテリジェンス プラットフォーム全体のプロセッサあたりの価格、19,999 ドルと比べてみてください。 

Hyperion のビジネス インテリジェンス プラットフォーム戦略
2001 年の中ごろ、Hyperion は企業戦略を変更し、重点をビジネス インテリジェンス ソフトウェア インフラストラクチャおよびアプリケーションから、ビジネス パフォーマンス管理ソフトウェア ソリューションに移しました。同社はその目的を、"ビジネス パフォーマンス管理ソリューションをリードするグローバル プロバイダになるため" と述べています。これらのソリューションは、戦略の設定、モデリング、計画、パフォーマンス モニタリング、レポートおよび分析、というビジネス パフォーマンス管理プロセスを自動化するようにデザインされています。目的は収益性を向上させることです。 
Hyperion のパフォーマンス管理ソリューションのテクノロジ プラットフォームは、同社の由緒ある OLAP Server の Essbase です。新しい戦略の中で、Hyperion は、Essbase テクノロジが、使いやすさ、アプリケーションの開発しやすさ、ビジネス パフォーマンス管理アプリケーションの相互運用性、スケーラビリティ、およびリレーショナル データ ソースとの強い統合、という点で拡張されると述べています。Hyperion の Essbase の拡張戦略に含まれないのは、分析手法やビジネス インテリジェンス プラットフォーム テクノロジのような部分です。Essbase は、汎用 OLAP 機能から発展し、特化したビジネス インテリジェンス アプリケーションをサポートするためのプラットフォームに向かっています。
Hyperion の新しい戦略と目標は、企業の最優先課題がビジネスの有効性と効率性を高めることにある今日のビジネス インテリジェンス マーケットによく合致しています。ビジネス パフォーマンス管理は、基本的なビジネス インテリジェンス アプリケーションです。ビジネス パフォーマンス管理では、ビジネス パフォーマンスを表す情報を収集し、それらの情報を編成、分析、表示し、分析結果からビジネス パフォーマンスを向上させるという目的のために、その基礎として包括的なビジネス インテリジェンス プラットフォームが必要です。 

Essbase で、Hyperion はビジネス インテリジェンス プラットフォームの重要なコンポーネントを提供します。Hyperion が定義するビジネス パフォーマンス アプリケーションを実現するために Essbase は最も重要なプラットフォーム コンポーネントであり、最初に実装することが推奨されるコンポーネントです。ただし、Hyperion が提供していない追加プラットフォーム コンポーネントも必要です。重要なのは、リレーショナル データベース、データ マイニング ツール、および分析アプリケーションです。そのため、Hyperion の戦略では、重要なビジネス インテリジェンス アプリケーションでは同社に主導権を握らせますが、プラットフォーム戦略ではビジネス インテリジェンス プラットフォームで同社をニッチ市場へ参入させるにとどめています。 

Hyperion のビジネス インテリジェンス プラットフォーム
Hyperion は、完全なビジネス インテリジェンス プラットフォームを提供していません。その代わり、同社の Essbase には完全なビジネス インテリジェンス プラットフォーム内の OLAP 機能が備わっています。Essbase は、OLAP の構築機能と管理機能も統合しています。 

パートナーシップ
Hyperion は、ニッチ市場の OLAP から拡張し、ビジネス インテリジェンス プラットフォームのすべての要件を扱うために、パートナーを見つける必要があります。IBM は、ビジネス インテリジェンス プラットフォームでの Hyperion の最も重要なパートナーです。Hyperion は、Essbase の OLAP 機能を利用するビジネス インテリジェンス ツールおよびアプリケーション パートナーを多数持っています。 

パッケージ化と価格設定
Hyperion Essbase には、サーバーごとの料金と指定ユーザーごとの料金の 2 種類の価格設定モデルがあります。現在、サーバーごとの料金はプロセッサあたり 28,000 ドルで、指定ユーザーごとの料金は 1,500 ドルです。Essbase パッケージには、OLAP サーバー、管理ツール、構築および管理ツールが含まれています。
Essbase のインストールでは、Essbase キューブのデータ ソースとして、リレーショナル データ ウェアハウスが最もよく使用されます。この方法では、OLAP ビジネス分析を行うために、Essbase とその関連ツールの購入、実装、サポートに加えて、完全なデータ ウェアハウジング インフラストラクチャの購入、実装、サポートが必要になります。Essbase の価格は、リレーショナル データ ウェアハウジングの価格とほぼ同じです。そのため、Essbase のインストールでは、2 つのデータ ウェアハウジング データベース製品を購入します。Microsoft がリレーショナル データベースに OLAP 機能を含めるまでは、これが実情でした。すべての OLAP の実装ではそのままです。
ビジネス インテリジェンス データベースの比較
Microsoft、Oracle、IBM は、ビジネス インテリジェンス プラットフォームの基礎としてリレーショナル データベースを提供しています。Microsoft SQL Server、IBM DB2 Universal Database (UDB)、そして Oracle9i です。これらのデータベースは、すべて優れたリレーショナル データ ウェアハウジング機能と共に、統合された OLAP データ ウェアハウジング機能、データ マイニング機能、構築機能および管理機能を提供します。 

リレーショナル データ ウェアハウジング機能について、これらの製品を総合的に比較することは、このレポートの範囲を超えています。3 つとも実用的なデータ ウェアハウジング製品である、という表現にとどめておきます。ただし、他のビジネス インテリジェンス プラットフォーム機能の統合、およびそれらの機能の実装への取り組み方については大きな差があります。このセクションで、リレーショナル ビジネス インテリジェンス機能について簡単に説明します。差が出る部分については、以降のセクションで説明します。 

Hyperion は、ビジネス インテリジェンス データベースを提供していません。多くの場合、Hyperion は Essbase OLAP プラットフォームを、プラットフォームそのものとしてではなく、リレーショナル ビジネス インテリジェンス プラットフォームへのコンポーネントとして提供します。ほとんどのインストールでは、リレーショナル データ ウェアハウスを実装し、そこから多次元 Essbase 構造を作成します。 

Microsoft

SQL Server 2000 は、Microsoft のビジネス インテリジェンス データベースであり、Microsoft のビジネス インテリジェンス プラットフォームのすべてのコンポーネントの基礎です。同社のビジネス インテリジェンス プラットフォームのすべてのテクノロジと製品は、SQL Server 2000 の無料機能として実装されており、このリレーショナル データベース (構築機能および管理機能、OLAP、およびデータ マイニング) と共に製品に含まれています。 

データ ウェアハウジングのリレーショナル データベースとして、SQL Server は大幅に改善されてきました。データ ウェアハウスの実装、構築および管理、パフォーマンス チューニングについては、SQL Server は IBM や Oracle に対して常に使いやすさという優位性があります。パフォーマンスとスケーラビリティ、特にスケーラビリティの不足は従来から SQL Server の弱みでしたが、データベース エンジンのアーキテクチャの改良や、データ ウェアハウジング機能、および高速 SMP ハードウェアによる高速化によって、SQL Server はスケーラビリティ曲線のほとんどの部分で、IBM や Oracle に対抗できるようになりました。ビジネス インテリジェンスでの SQL Server は、ローエンドからミドル クラスに適合し、キャパシティとスケーラビリティに関してはハイエンドに手が届きます。価格設定とパッケージ化を考えると、SQL Server は競争相手が近づけないビジネス インテリジェンスの価値を提供します。
Oracle

Oracle9i が、Oracle のビジネス インテリジェンス データベースです。9i は、以前からパッケージ化されていた優れたデータ ウェアハウジング機能を持つオブジェクト/リレーショナル データベースであり、特にトップエンドのアプリケーションに適しています。これらのトップエンド機能の中でも、広範囲にわたるインデックスの種類、豊富な結合機能、および複数のパーティショニングの方法が特筆に値します。 

Oracle9i は、包括的で十分に統合されたビジネス インテリジェンス プラットフォームにもなりつつあります。2001 年 4 月に発売された Oracle9i Release 1 で、Oracle はデータベース内部に OLAP 機能を追加すると共に、多次元のウェアハウスおよびマートをサポートするように構築機能および管理機能を拡張しました。1 年後に発売された Release 2 では、OLAP 機能が強化され、データ マイニング機能が追加されました。 

現在、Oracle9i は、ビジネス インテリジェンス プラットフォームのあらゆる面を包括、統合しているという強みがあります。しかし、ビジネス インテリジェンス プラットフォームとしての弱点もあります。まず、OLAP 機能もデータ マイニング機能も新たにデータベースに実装されたもので、どちらも十分に立証されず、広く使用されてもいません。2 つめに、各機能は包括的でデータベース機能として提供されますが、別々にパッケージ化され、価格が設定されるため、プラットフォームの初期費用よりかなり高くなります。 

IBM

DB2 Universal Database (UDB) が、IBM の戦略的ビジネス インテリジェンス データベースです。現在、IBM は Windows 向け、主要 Unix プラットフォーム向け、および同社の S/390 メインフレームおよび AS/400 ミッドレンジ プラットフォーム向けのバージョンの DB2 UDB を提供しています。DB2 は、ビジネス インテリジェンス アプリケーションに優れたトップエンド サポートを提供する強力な製品ですが、十分にスケールダウンし、管理ツールでは優れた可用性を提供します。
DB2 OLAP Server は、OLAP 向けのビジネス インテリジェンス データベースを提供します。前述のとおり、DB2 OLAP Server は Hyperion の Essbase であり、同社から OEM 供給を受け、IBM が統合して商標を付け直したものです。これは、IBM のビジネス インテリジェンス プラットフォーム内で強く統合されていません。これには独立した構築および管理ツールが必要ですが、IBM の主要データ マイニング製品ではサポートされていません。しかし、リリース V8.1 の新機能である多次元格納およびデータ モデルは、DB2 OLAP Server と DB2 に割り当てることができ、IBM によって OLAP ベースのデータ マイニングが追加されました。
2001 年 7 月、IBM は Informix Software のデータベース テクノロジを買収しました。このテクノロジには、Informix RDBMS ファミリと Redbrick データ ウェアハウス データベースが含まれます。両者とも、実用的なビジネス インテリジェンス データベースです。現在のところ、これらの製品とその構築機能および管理機能は DB2 から独立したままで、IBM のビジネス インテリジェンス プラットフォーム戦略からは除外されています。IBM は、これらのデータベース製品の製品戦略およびマーケティング戦略を明確にし、実施する必要があります。顧客は混乱しているため、IBM からの指示が必要です。
OLAP の比較
ビジネス インテリジェンスの主要供給元 4 社の OLAP 機能は、互いに類似したものできわめて優れています。このレポートでは OLAP 機能の詳細には立ち入りませんが、これらの OLAP の実装には、各社製品それぞれに他から区別できる特徴があります。その特徴には、パッケージ化と価格設定、ビジネス インテリジェンス プラットフォームへの統合、および成熟度とマーケットでの採用があります。4 つの供給元の場合、これらの特徴は以下のとおりです。
· Microsoft は OLAP 機能を、SQL Server データベースの無料の SQL Server Analysis 機能に含めてきました。この機能は 1998 年から利用可能になっています。
· Oracle9i の OLAP は、単独でパッケージ化され価格が設定されるデータベース機能です。Oracle9i Release 1 の OLAP は、2001 年 4 月に発売されました。Oracle9i Release 2 の OLAP は、2002 年 3 月に発売されました。Release 1 の OLAP では、実用的な機能が提供されませんでした。Release 2 の OLAP は広く使用されず、十分に立証されていません。
· DB2 OLAP Server は、Hyperion から OEM 供給されて商標を付け直されたもので、単独で価格が設定されてパッケージ化される機能です。DB2 OLAP Server は 1999 年に発売されました。何年も前に発売された Essbase テクノロジは、広く使用され十分に立証されています。
· Essbase は、包括的な専用 OLAP システムです。Essbase は 1992 年に発売されました。Essbase テクノロジは、広く使用され十分に立証されています。これは、ここで議論した 4 社の中で最も成熟した OLAP です。
Microsoft Corporation

SQL Server Analysis Services の OLAP 機能には、多次元 OLAP データ モデルの構築と管理、簡単に構成できる MOLAP、ROLAP、および HOLAP ストアへのこれらのモデルの読み込みと更新の実装、さまざまな定義済みのデータ アクセスおよび分析機能、およびこの機能へのアプリケーション インターフェイスが含まれています。 

量的分析関数は Analysis Services の強みで、他から差別化される機能です。これらの関数には、統計処理機能とデータ マイニング モデルを実行する機能が含まれます。また、ユーザー定義関数もサポートされ、開発するためのドキュメントとツールが提供されます。これは優れた機能で、フレキシブルです。 

Microsoft の OLAP を他と比較して特にフレキシブルなものにしている機能には、上記の機能の他に 2 つあります。アクションとカスタム ロールアップです。アクションはリレーショナル トリガと同様の機能ですが、多次元データ用です。アクションによって、分析が企業のカスタム機能にまで拡張されます。また、分析アプリケーションと運用システムの間のループを閉じるためにアクションを使用することもできます。カスタム ロールアップを使用すると、従来の集計を使用しなくても、親ディメンションの値を子ディメンションから一度に 1 メンバずつ個別に計算できます。カスタム ロールアップによって、ビジネス領域固有の分析を実装できます。
OLAP が 1998 年の SQL Server 7.0 での新テクノロジであったことを考えると、Microsoft の OLAP 製品は注目に値します。マーケットの点からは、2001 年の OLAP Report で Nigel Pendse が、「Microsoft は OLAP マーケットの主導権を Hyperion と分け合っている」と述べています。Pendse は マーケット シェアの調査で、OLAP プラットフォーム数をカウントし、OLAP アプリケーションを含めていることに注意してください。Hyperion の OLAP ビジネスには、しっかりしたアプリケーション コンポーネントがあります。一方、Microsoft の OLAP ビジネスは、プラットフォームだけです。したがって、Microsoft は 3 年間で、OLAP マーケットに進出して OLAP プラットフォームの主要供給元になったと推論できます。そして、Pendse は、Microsoft が OLAP の供給元として急成長を続けると予言しています。 

Oracle

Oracle9i の OLAP の中で、Oracle は 9i の Abstract Data Type (ADT) オブジェクト テクノロジの機能を使用した多次元格納モデルを革新的に実装しました。また、OLAP のクエリおよび分析処理関数をデータベース内に実装し、それらの関数への一連のプログラミング インターフェイスを通じたアクセスを提供し、メタデータおよび管理フレームワーク内に OLAP リソースを統合しました。Oracle9i OLAP の格納管理とインターフェイスは、まったく新しいものであると思われます。OLAP 機能は、Express の機能を利用していると思われます。
Oracle9i 内部では、OLAP リソースは理論的にはリレーショナル リソースおよびオブジェクト リソースと同じツールで管理できます。OLAP、リレーショナル、およびオブジェクトの各リソースは、同じメカニズムによってスケーラビリティ、信頼性、セキュリティが高められ、管理しやすいようになっています。これは強みです。弱点は成熟度が低い点です。この管理方法は立証されていません。また、現在のリリースでは、リレーショナルと OLAP で別々の構築および管理ツールセットが必要です。
Oracle の論理的な OLAP データ モデルには、よく知られたディメンジョンとメジャーが含まれています。データ モデルは、リレーショナル ストアおよび多次元格納それぞれの内部、または両者にわたって定義できるため、Oracle のビジネス インテリジェンス プラットフォームは MOLAP、ROLAP、および HOLAP の格納モデルに実装できます。分析処理機能は豊富です。通常の OLAP 集計、割り当て、および多次元移動機能の処理に加えて、9i OLAP では財務計算および関数、統計関数および統計的予測、ならびに回帰がパッケージ化されています。Microsoft と Hyperion も数値分析機能をパッケージ化していますが、分析機能の予測では Oracle が差をつけています。予測機能は、Express の強みでもありました。
OLAP での Oracle の 4 度めの試み
Oracle9i Release 2 OLAP は、OLAP テクノロジへの Oracle の 4 度めの取り組みです。最初の取り組みは、1995 年の Information Resources, Inc. (IRI) および同社の Express OLAP テクノロジの買収によるものでした。この買収時にマーケットをリードしていた Express は、Oracle の製品には統合されず、Oracle のデータ ウェアハウジングやビジネス インテリジェンス戦略の重要な要素であるとはみなされていませんでした。研究開発およびマーケティングの育成の欠如によりこのような評価になったと思われます。 

2 度めの OLAP の試みは、1999 年の Oracle8i の発売と共に行われました。Oracle は、8i の分析的な SQL 拡張、パフォーマンス、クエリの最適化、インデックス作成、およびパーティショニングの機能によって、リレーショナル ストアを介したネイティブな多次元データベースのパフォーマンスと使いやすさを提供できると考えました。しかし、そうはなりませんでした。 

3 度めは、2001 年 4 月に発売された Oracle9i Release 1 OLAP でした。バージョン "1.0" では珍しいことではありませんが、OLAP Release 1 は使いにくいものでした。 

9i Release 2 OLAP で、Oracle はもっと使いやすい OLAP テクノロジを提供し、OLAP の優位性と利点は真の OLAP 実装によってのみ実現できる、ということを同社が理解していることを示し始めました。同社は、この機能を使うことを顧客に納得してもらう必要があります。また、製品マーケティングを機能させるために、アプリケーション供給元に 9i OLAP に研究開発投資を行うことを納得してもらう必要があります。 

IBM と Hyperion

IBM のビジネス インテリジェンス プラットフォームの OLAP 機能は、Hyperion Essbase の商標を付け直した DB2 OLAP Server によって提供されます。Essbase は広く使用され、十分に立証されており、アプリケーションおよびツールのパートナーによって広くサポートされています。Essbase の OLAP テクノロジと分析機能はきわめて強力です。Essbase は、6 番目のメジャー バージョンの ".5" リリースにあり、Hyperion は各段階で大きな改良を行いました。Essbase を他の OLAP 製品から差別化している機能は、IBM メインフレーム、Unix、および Windows NT に対するプラットフォーム サポートと、Hyperion および同社の ISV パートナーが提供する広範囲の分析アプリケーションです。一方、Essbase は専用 OLAP システムとしては魅力が少なくなりました。最初に Microsoft が、後で Oracle が OLAP 機能をリレーショナル データベースに統合し、包括的なビジネス インテリジェンス プラットフォームを作成したためです。
Hybrid Analysis は、DB2 OLAP Server V8.1 の最良の新機能です (また、Essbase 6.5 XTD の最良の新機能でもあります。これは DB2 OLAP Server に対応する Hyperion の最新バージョンで、2002 年 4 月に発売されました)。Hybrid Analysis を使用すると、高レベル (集計または集約) メンバを多次元ストアに格納し、低レベル (詳細) メンバをリレーショナル ストアに格納する多次元キューブを定義できます。OLAP Server は、リレーショナル データにアクセスして準備し、そのデータをネイティブな多次元データであるかのようにアプリケーションに示します。Hybrid Analysis によって、OLAP アプリケーションが、以前のバージョンの Essbase/DB2 OLAP Server の手法であったドリル スルーの複雑さから分離されます。Hybrid Analysis は、IBM のビジネス インテリジェンス プラットフォームの OLAP 格納モデルに HOLAP (Hybrid OLAP) サポートを追加します。これは魅力的で有用な機能です。もちろん、Microsoft Analysis Services は 4 年ほど前の発売以来、同様の機能を提供しています。
DB2 OLAP Server は、優れた OLAP 機能を提供します。HOLAP 格納モデルを新たな統合することで、以前のバージョンにあった大きな制限への対処を行います。OLAP の問題は統合にあります。DB2 OLAP Server は、IBM のビジネス インテリジェンス プラットフォームへのアドオンです。これには、リレーショナル データウェアハウジング データ ストアとは別に管理される独自のデータ ストアと、独自の構築および管理ツールセットが必要です。この方法では、IBM のビジネス インテリジェンス プラットフォームを実装およびサポートするために必要なリソースとスキルが増えます。 

データ マイニングの比較
企業は長年にわたって、優位に立つためにデータ マイニング テクノロジを使用してきましたが、データ マイニング機能がビジネス インテリジェンス プラットフォームに統合されたのはごく最近です。従来、データ マイニング テクノロジは、データベースやデータ ウェアハウスのデータ サンプルを分析していました。分析は、データ マイニング アルゴリズムが処理できる比較的少量のデータに限定されていました。また、データ マイニング テクノロジを使用する際の複雑さによる制限もありました。データ マイニングを効果的かつ効率的に使用するには、統計学者や DBA のスキルが必要でした。現在、ビジネス インテリジェンス ツールおよびアプリケーションは、データ マイニングをもっと使いやすくするためにこの複雑さを取り除きます。また、データ マイニング テクノロジは、処理できるデータの量に制限されることはなくなりました。データ ウェアハウス全体を入力できます。
Microsoft、Oracle、および IBM のビジネス インテリジェンス プラットフォームには、すべてデータ マイニング機能が統合されています。これらの製品は、パッケージ化、ツール、実装、データ マイニングの機能とアルゴリズムの幅広さ、および入力によって区別できます。データ マイニング インターフェイスにも大きな差があります。インターフェイスについては、次のセクションで説明します。なお、Hyperion はデータ マイニング機能を提供していません。
Microsoft Corporation

SQL Server 2000 で、Microsoft は SQL Server Analysis Services にパッケージ化されている OLAP 機能にデータ マイニング機能を追加しました。これは Microsoft にとって、ビジネス インテリジェンス分析における洗練された分野での有意義な第一歩です。優れた機能としては、パッケージ化、Microsoft のビジネス インテリジェンス プラットフォーム内での統合、ウィザードによるモデル作成、およびリレーショナル、OLAP、外部 OLE の各 DB データに対するデータ マイニング機能があります。一方、Analysis Services は、データ マイニング アルゴリズムとしてディシジョン ツリーとクラスタリングだけを実装します。これらのアルゴリズムは多くの予測問題に適用できますが、その他のアルゴリズムを追加すると柔軟性が増し、解決できる問題の範囲が広がります。 

Analysis Services は、データ マイニング モデルの相互交換のための Predictive Model Markup Language (PMML) 仕様をサポートしています。IBM Intelligent Miner と Oracle9i Data Mining も PMML をサポートしています。
Oracle

Oracle のビジネス インテリジェンス プラットフォームのデータ マイニング機能は、Oracle 9i Data Mining で提供されます。これは、単独でパッケージ化されて価格が設定される Oracle9i の機能です。Oracle9i Release 2 で新たに導入されたこの機能は、1999 年 6 月に Oracle が Thinking Machines Corporation から買収した Darwin テクノロジに基づいています。このテクノロジの分類、クラスタリング、関連付け規則、および属性重要度のデータ マイニング機能は、適応できるBayes Network、Naive Bayes、k-Means、O-Cluster、予測分散、およびアプリオリ アルゴリズムによって実装されます。
Oracle9i Data Mining は、Oracle にとってビジネス インテリジェンス プラットフォーム内でデータ マイニング機能を提供する最初の良い機会となりました。優れた機能としては、Oracle9i データベース内での統合、入力およびメタデータ用のデータベースの使用、広範囲の関数およびアルゴリズムがあります。一方、Oracle9i Data Mining は明らかに新製品です。データ視覚化機能がありません。データ マイニング プロセスのサポートがありません。ビジュアル モデリング ツールもありません。また、ビジネス インテリジェンス ツールおよびアプリケーションの供給元からのサポートも多くありません。
IBM

IBM は、Microsoft や Oracle よりも早くからデータ マイニングに積極的でした。DB2 Intelligent Miner for Data (その後は単に Intelligent Miner と呼ばれる) の初期のころのバージョンは、初期のデータ マイニング ワークベンチの 1 つでした。DB2 Version 7 で、IBM は Intelligent Miner を同社の DB2 ベースのビジネス インテリジェンス プラットフォームに、DB2 Intelligent Miner for Data として統合しました。この製品には、次の 3 つのコンポーネントがあります。
· DB2 Intelligent Miner Visualization
· DB2 Intelligent Miner Modeling
· DB2 Intelligent Miner Scoring
それぞれが、従来のデータ マイニング プロセスの重要なフェーズをサポートします。これら 3 つのコンポーネントは、すべて別々に価格設定され、パッケージ化されています。DB2 Intelligent Miner の強みは、データ マイニング アルゴリズムの広さと深さ、そしてデータ マイニング プロセスをモジュール方式で包括的にカバーしていることです。この製品の弱点は、パワーとフレキシビリティの代償である複雑さと、リレーショナル入力に対するサポートしかないことです。複雑さに関しては、IBM はより高レベルで使いやすい分析アプリケーション内でデータ マイニングを抽象化していません。ビジネス インテリジェンス ツールおよびアプリケーションの供給元で、抽象化を行っているところは多くありません。
OLAP データ マイニングに関しては、DB2 OLAP Server には DB2 OLAP Miner が含まれています。DB2 OLAP Server Miner は、データ マイニング テクノロジを OLAP に適用します。具体的には、1 つの統計アルゴリズムを使用して、OLAP ディメンション内で予期しない値や範囲外の値を持つセルを見つけ、それらを分析者に表示します。その後、分析者は従来の OLAP 手法を用いて、値が違う原因を判定および理解することができます。これは有用なデータ マイニング アプリケーションです。これで、重要なビジネス インテリジェンス プロセスが自動化され、プロセスの結果が一貫したものになります。また、Intelligent Miner とは異なり、OLAP Server Miner を使用するのにデータ マイニングのスキルや経験は不要です。使用するのに必要なのは、OLAP の経験だけです。これは、データ マイニング アプリケーションへの正しい取り組み方です。
DB2 OLAP Server Miner は 2001 年 11 月に発売されました。この製品は IBM が開発しました。これは、今日のところ、IBM が Hyperion から OEM 供給を受けないものとしては最初で唯一の OLAP コンポーネントです。 

これらの製品は、それぞれ優れたデータ マイニング機能を提供します。併せて使用すると、これらの製品は Microsoft や Oracle よりも広くて深いデータ マイニング機能を提供しますが、仮にこれらを 1 つの統一性のある製品に統合したとすると、より強力な製品となるでしょう。OLAP データに対するデータ マイニングを行うことができないのは、Intelligent Miner の弱点です。データ マイニング アルゴリズムが 1 つしかないことも、DB2 OLAP Miner の弱点です。
インターフェイスの比較
インターフェイスは、ビジネス インテリジェンス ツールやパッケージ化されたアプリケーションで、ビジネス インテリジェンス プラットフォームのデータや機能にアクセスするためのメカニズムです。オープンで使いやすく、フレキシブルで融通のきくインターフェイスがあると、ツールやアプリケーションの供給元にとってビジネス インテリジェンス プラットフォームがより魅力的なものとなり、ビジネス インテリジェンス プラットフォームを補足する際に選択肢が多くなります。優れたインターフェイスがあると、独自のビジネス インテリジェンス アプリケーションも作成しやすくなります。ビジネス インテリジェンスの主要供給元 4 社それぞれのリレーショナル データ、OLAP、およびデータ マイニングのインターフェイスを表 1 にまとめます。
	インターフェイス

	
	Microsoft
	Oracle
	IBM
	Hyperion

	リレーショナル インターフェイス
	SQL および Transact/SQL
ODBC および JDBC
OLE DB
ADO
ADO.NET
	SQL および PL/SQL
ODBC および JDBC
	SQL および DB2 SQL
ODBC および JDBC
	適用なし

	OLAP インターフェイス
	MDX
DSO
Pivot Table Service 
XML for Analysis
	OLAP DML
Java OLAP API
SQL および PL/SQL
	Essbase API
	Essbase API

	データ マイニング インターフェイス
	DSO

Pivot Table Service 

ウィザード
	Oracle9i Data Mining API (Java)
	Intelligent Miner
· C++
· SQL
· ビジュアル ツール
DB2 OLAP Miner
· Essbase API
	適用なし


表 1: この表には、Microsoft、Oracle、IBM、および Hyperion のビジネス インテリジェンス プラットフォームのリレーショナル、OLAP、およびデータ マイニングの各インターフェイスをまとめています。
Microsoft Corporation

リレーショナル インターフェイス
Microsoft は、最も広範囲のリレーショナル インターフェイスを提供します。これらのインターフェイスは優れたフレキシビリティを提供し、ある範囲のビジネス インテリジェンス アプリケーションの種類と開発者をサポートします。SQL および Transact/SQL (SQL Server の SQL 構文) は、従来の手続き型の SQL DML インターフェイスです。OLE DB および ADO インターフェイスは、オブジェクト指向プログラミング構造内に SQL および Transact/SQL DML をカプセル化する COM インターフェイスです。これらは特に使いやすく、フレキシブルで融通が利きます。最も新しいリレーショナル インターフェイスである ADO.NET は、Web ベースの分散アプリケーションには特に魅力的です。以下で、Microsoft のリレーショナル インターフェイスをもう少し詳しく説明します。
· ODBC および JDBC は、SQL Server のリレーショナル データへの最低レベルのアプリケーション インターフェイスです。これらは、手続き型の呼び出しレベルのインターフェイスを定義します。SQL Server は、ODBC および JDBC をネイティブ API としてサポートしています。これらは、COM を使用しないアプリケーション用のインターフェイスです。 

· OLE DB は、より高いレベルのオブジェクト指向アプリケーション インターフェイスを提供します。Microsoft は、高パフォーマンスでフレキシブルなデータ操作が必要なツール、ユーティリティ、コンポーネントを開発するために OLE DB を推奨しています。SQL Server は、その OLE DB Provider for SQL Server の中にネイティブ OLE DB のサポートをパッケージ化しています。 

· ADO (ActiveX Data Objects) は、SQL Server リレーショナル データへの最高レベルのアプリケーション インターフェイスです。ADO は OLE DB をカプセル化および抽象化し、SQL Server のインスタンスのデータに接続したり、データを取得、操作、更新するためのオブジェクト指向の機能を提供します。ADO によって、アプリケーション開発者は COM インターフェイスをプログラムする複雑さから切り離されます。Microsoft は、ビジネス アプリケーションでの汎用アクセス プログラム用に ADO を推奨しています。
· ADO.NET は、リモートの Web ベースのアプリケーションからデータにアクセスするための ADO インターフェイスです。コンポーネントの構造とそれらの推奨される使用法によって、アプリケーションとデータベースの間のネットワーク ラウンドトリップが最小化されます。ADO.NET アプリケーションは、短いバーストでデータベースにアクセスし、1 つのデータベース操作を行うのに必要な期間だけ接続し、比較的大量のデータをキャッシュします。 

OLAP インターフェイス
Analysis Services は、以下の 4 つの OLAP (およびデータ マイニング) アプリケーション インターフェイスを提供します。
· MDX (MultiDimensional Expressions)。MDX は、Microsoft のネイティブ OLAP インターフェイスです。これは Analysis Service の多次元データに対するインターフェイスで、リレーショナル データに対する SQL インターフェイスと似ています。SQL と同様に、MDX はデータ定義構文とデータ操作構文の両方を提供します。SQL クエリと同様に、各 MDX クエリにはデータ要求 (SELECT 句) があり、これは出発点 (FROM 句) とフィルタ (WHERE 句) で修飾されることがあります。Analysis Services は、100 個を超える MDX 関数を定義しています。アプリケーションは、DSO、PivotTable Service、および XML/A プログラミング モデル内で MDX データ操作関数を使用します。
· DSO。Decision Support Objects (DSO) は、内部構造の Analysis Services OLAP とデータ マイニングの機能とデータへのインターフェイスを提供する COM ベースのオブジェクト モデルを定義します。このオブジェクトは、サーバー プラットフォーム、SQL Server データベース、MDX 関数、OLAP データ構造、データ マイニング モデル、およびユーザー ロールをカプセル化します。
· PivotTable Service。PivotTable Service は、Analysis Services OLAP およびデータ マイニング機能向けのクライアント ベースの OLE DB プロバイダです。PivotTable Service アプリケーションは、OLE DB オブジェクト モデルを通じて、リレーショナルおよび多次元データにアクセス、操作、取得したり、クライアントにローカルな多次元キューブを作成したり、それらのキューブに OLAP 機能やデータ マイニング機能を実行したり、すべての処理結果を表示したりできます。これは強力ながら重いクライアント インターフェイスで、モバイル アプリケーションには魅力的です。
· XML for Analysis (XML/A)。XML for Analysis は、Web クライアント アプリケーションから SQL Server Analysis Services のデータおよび機能にアクセスするために Microsoft がデザインした、SOAP ベースの XML API です。XML for Analysis は、これらの基本的な標準 Web サービス プロトコルを使用して、言語に依存せず、クライアント コンポーネントのプレインストールも不要な OLAP インターフェイスを作成します。XML/A によって、クライアントとクライアントおよび Analysis Services の間の両方で、ハードウェア プラットフォーム、オペレーティング システム、プログラミング言語、およびバージョンへの依存性がなくなります。また、XML/A の実行時のデータベース リソース割り当ての特性は、Web アプリケーションの処理スタイル向けにチューニングされます。
これらのインターフェイスは、あらゆる種類のビジネス インテリジェンス アプリケーションをサポートできます。PivotTable Service と XML/A は特に魅力的です。PivotTable Service は、時おり接続されるモバイル アプリケーションに最適です。XML/A は、Web アプリケーション向けの理想的なアーキテクチャを実装します。XML/A は、SQL Server Analysis Services を OLAP またはデータ マイニング用の Web Services プロバイダに変換します。OLAP アプリケーションの種類と処理スタイルをサポートするために、これほど厳密に調整できるインターフェイスを提供できる供給元は他にはありません。 

データ マイニング インターフェイス
データ マイニング モデルを作成するために、Analysis Services はウィザード ベースのインターフェイスを提供します。DSO オブジェクト モデルを使用してプログラムでモデルを作成することもできます。PivotTable Service では、データ マイニング モデルを作成および教育するための機能も提供されています。DSO と PivotTable Service は、データ マイニング モデルを使用して OLAP またはリレーショナル データを評価するためのインターフェイスです。 

Microsoft のデータ マイニング インターフェイスには、こういう強みがあります。Data Mining ウィザードなどのビジュアル ツールによって、複雑なモデル作成プロセスが簡略化されます。PivotTable のサポートも、Analysis Services データ マイニング インターフェイスの強力な機能です。これらのインターフェイスには、弱点もいくつかあります。たとえば、データ マイニングの入力プロセスでのデータの視覚化が不十分です。 

Oracle

リレーショナル インターフェイス
Oracle の SQL および PL/SQL リレーショナル インターフェイスは、長くサポートされてきた従来の手続き型のインターフェイスです。PL/SQL は、ビジネス インテリジェンス ツールおよびアプリケーションによって広く実装されています。Oracle には、Microsoft の OLE DB や ADO のような、より高レベルでフレキシブルなインターフェイスはありません。 

OLAP インターフェイス
Oracle は、以下の 3 つの Oracle 9i OLAP へのインターフェイスを定義しています。
· OLAP DML

· Java OLAP API

· SQL および PL/SQL
OLAP DML は手続き型言語で、Oracle9i OLAP のデータおよび分析関数への最もフレキシブルで機能が高い包括的なインターフェイスです。Oracle9i OLAP へのネイティブ インターフェイスと考えることができます。OLAP DML を通じて、アプリケーションは多次元データにアクセス、クエリ、移動、および操作することができ、分析機能を実行することができます。Oracle9i OLAP のすべての分析機能は OLAP DML からアクセスでき、OLAP DML を使用して新たな分析機能を定義することもできます。 

Java OLAP API を通じて、アプリケーションは多次元データに接続し、移動、選択、分析機能、カーソル管理機能を実行できます。ただし、Java OLAP API ですべての分析機能にアクセスできるわけではありません。たとえば、予測機能にはアクセスできません。Java OLAP API で機能を利用できないとき、Java アプリケーションは OLAP DML コマンドを実行する必要があります。これは弱点です。 

Oracle9i OLAP は、SQL を通じて OLAP データおよび機能にアクセスする方法を 3 とおり提供します。まず、定義済みの PL/SQL パッケージは、直接 OLAP DML コマンドにアクセスします。2 つめに、追加の定義済み PL/SQL パッケージは、テーブル関数を使用して OLAP 多次元データのビューを作成します。SQL アプリケーションはこれらのビューにアクセスできます。3 つめに、SQL アプリケーションは Oracle9i OLAP のテーブル関数に直接アクセスし、独自のビューを作成できます。 

これらのインターフェイスはフレキシビリティに富んでいます。分析機能を拡張できる OLAP DML の機能は、そのパワーと共に大きな強みです。SQL から Oracle9i OLAP のデータと分析機能にアクセスする機能も大きな強みです。既存のビジネス インテリジェンス アプリケーションでの投資を利用できます。一方、Java OLAP API の不完全さは弱点です。一時的なものであればよいのですが。また、これらはすべて複雑なインターフェイスです。SQL アプリケーションを OLAP アクセス向けに拡張する作業は簡単ではありませんが、OLAP アクセスが書き直しではなく拡張であることは強みです。抽象化が進んだ高レベルのインターフェイスは役に立ちます。PL/SQL パッケージは、その方向への出発点として優れています。 

Oracle9i OLAP インターフェイスは新しいものです。これらを統合したビジネス インテリジェンス アプリケーションはほとんどありません。数社のビジネス インテリジェンス アプリケーション供給元だけが、これらをサポートするために必要な研究開発投資を行うと明言しました。Oracle のビジネス インテリジェンス アプリケーションでさえ、これらをまだサポートしていません。 

データ マイニング インターフェイス
Oracle9i Data Mining は、データの準備、モデリング、テスト、および評価機能にアクセスするための Java API を提供します。これはオープンな API であり、Oracle は公表済みの仕様を入手しやすくしています。ただし、Oracle9i OLAP インターフェイスと同様に、Oralce9i Data Mining API およびそれを通じて使用できる機能を使用するビジネス インテリジェンス アプリケーションはほとんどありません。Oracle のビジネス インテリジェンス ツールおよびアプリケーションでも使用していません。
IBM と Hyperion

リレーショナル インターフェイス
Oracle のリレーショナル インターフェイスと同様に、IBM の SQL および DB2 SQL リレーショナル インターフェイスは、長くサポートされてきた従来の手続き型インターフェイスです。また、Oracle と同様に、IBM にも Microsoft の OLE DB や ADO のような、より高レベルでフレキシブルなインターフェイスはありません。 

OLAP インターフェイス
DB2 OLAP Server は、IBM が商標をつけ直した Essbase であるため、データ アクセスおよび OLAP 分析機能アクセスに Hyperion Essbase Application Programming Interface (API) を実装します。このインターフェイスは、C、Java、および Visual Basic のバインドを通じた OLAP データおよび分析機能へのアクセスを提供します。これは、ビジネス インテリジェンス ツールおよびアプリケーションの供給元が、それぞれの製品内で Essbase を統合するために使用するインターフェイスです。ビジネス インテリジェンス ツールおよびアプリケーションや管理ツール向けに、Hyperion が使用するインターフェイスでもあります。Essbase API はオープン インターフェイスです。公表済みの仕様はすぐに入手できます。これは、Hyperion のパートナーによって広くサポートされています。
データ マイニング インターフェイス
IBM ビジネス インテリジェンス プラットフォーム内のデータ マイニング インターフェイスはオープンで、適切な標準をサポートしています。しかし、Intelligent Miner をサポートするビジネス インテリジェンス ツールおよびアプリケーションはあまりありません。Intelligent Miner は、データ マイニング ワークベンチとして最もよく使用されています。DB2 OLAP Miner は、Essbase API を使用してデータ マイニング対象のデータにアクセスして取得するパッケージ アプリケーションです。DB2 OLAP Miner は、データ マイニングの結果をユーザー インターフェイスを通じて表示します。この方法によって、OLAP がデータ マイニング機能にアクセスしやすくなります。
構築機能および管理機能の比較
構築機能および管理機能は、リレーショナルおよび多次元データ ウェアハウスおよびデータ マートを作成し、それらをデータで満たし、その内容と用途をコントロールするために使用するツールセットであり、メカニズムです。構築機能および管理機能によって、ツールセットの数、統合、パッケージ化、データ ウェアハウスおよびデータ マートの入力にサポートされるデータ ソースの範囲に関して、また、抽出、変換、ローディングの実装方法と実行方法に関して、ビジネス インテリジェンス プラットフォームに差異が生じます。ビジネス インテリジェンスの主要供給元 4 社について、構築機能および管理機能にみられる差異を表 2 にまとめます。以降のセクションで、弊社の分析と比較を説明します。
Microsoft

構築および管理ツールセットでは、Microsoft は競合する供給元に対して大きな優位性を持っています。ツールセットのパッケージ化、価格設定、および統合が Microsoft のビジネス インテリジェンス プラットフォームの重要な強みであり、競争上有利な点です。Oracle と IBM は、Microsoft のものと比較して、ビジュアル化が不十分で機能も豊富でないインターフェイスを持つツールセットを提供しています。また、両者のもっと価値の高い機能は、特別料金オプションとしてパッケージ化されています。
Microsoft の構築機能および管理機能には、その他にも強みや長所があります。 

· DTS パッケージのプロセスとワークフローの方向はフレキシブルで、簡単に適合させられます。ETL の実行を自動化できます。また、変換機能は、COM 実装に関するオブジェクト指向の手法で簡単に拡張できます。Oracle もプロセス指向の構築機能および管理機能を提供していますが、IBM と Hyperion は提供していません。
· 非データベース データ構造およびファイルに対する DTS サポートは特に強力です。 

· DTS には、パッケージをトランザクションに編成する統合機能があります。これらは完全に実行されるか、またはこれらの効果がロールバックされます。トランザクション照合クエリは、DTS 変換元接続にないデータを変換タスクに組み込むことができます。照合クエリによって、名前およびアドレス情報を増やすことができます。 

· DTS は、そのパッケージの管理機能を提供します。パッケージのバージョンを管理したり、パッケージをパスワードで保護したりできます。これは重要な強みです。
· DTS パッケージは、データベースの外部の Windows サーバー プラットフォームで実行されます。これらの処理は、本稼働中のビジネス インテリジェンス アプリケーションの処理とはやりとりしません。この方法は、IBM や Oracle の変換方法と対照的です。両者の方法では、変換用データベース エンジンの処理機能を使用します。 

	構築機能および管理機能

	
	Microsoft
	Oracle
	IBM
	Hyperion

	ツールセット
	Analysis Manager が、リレーショナルおよび OLAP の包括的な構築機能および管理機能を提供します。 
	Oracle9i Warehouse Builder が、リレーショナルの構築機能および管理機能を提供します。 
Oracle Enterprise Manager が、OLAP の構築機能および管理機能を提供します。
	DB2 UDB Data Warehouse Center (DWC) が、リレーショナルの基本的な構築機能および管理機能を提供します。
DB2 Warehouse Manager が、リレーショナルのその他の構築機能および管理機能を提供します。 

DB2 OLAP Administrative Services が、OLAP の構築機能および管理機能を提供します。
	Essbase Administration Services が、OLAP の構築機能および管理機能を提供します。 

Integration Server が、リレーショナル データのロードおよびアクセスのサポートを提供します。
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ODBC
ファイル
Access 2000、Excel 2000
Microsoft Visual FoxPro
dBase、Paradox
Microsoft Exchange Server
Microsoft Active Directory
	IBM DB2
Informix
Microsoft SQL Server

Sybase
Oracle

ODBC

ファイル
	DB2
Informix

Microsoft SQL Server

Oracle

Sybase

ファイル
	IBM DB2

Informix

Microsoft SQL/Server Oracle
Sybase

ODBC

	その他の抽出データ ソース
	Host Integration Server が、IBM メインフレーム データ ソースからの抽出を提供します。 
	Oracle Pure Extract が、IBM メインフレーム データ ソースからの抽出を提供します。 
Oracle Warehouse Builder Integrator for SAP が、SAP R/3 からの抽出を提供します。
	DB2 Warehouse Manager が、SAP R/3、i2、および Web Server のログからの抽出を提供します。
IBM のパートナー、ETI および Ascential からのツールが、追加の ETL 機能を提供するために DWC 内で統合されます。 
	なし

	ETL の実行
	パッケージ内のタスクのプロセス指向の実行。パッケージのバージョンを管理したり、パッケージをパスワードで保護したりできます。
	Enterprise Manager がコントロールする ETL ステップのプロセス指向の実行。 
	個別に実行される ETL ステップ。
	宣言ルールの手続き型シーケンス。 

	ETL の実装
	DTS は、プログラムまたはパッケージ化されたビジュアル ツールでアクセスされる COM フレームワークとして実装されます。 
	Oracle9i データベース内の PL/SQL ストアド プロシージャ。
	DB2 ストアド プロシージャ、およびユーザー定義関数 (UDF)。150 種類の定義済み変換。
	ルールで実行される ETL。ルールが、ソース データにフィールド レベルの操作を行います。一連の定義済みルールがパッケージ化されています。

	データ クレンジング
	パッケージ化されていません。
	Oracle Pure Name and Address が、名前およびアドレス データのクレンジングを提供します。 
	IBM のパートナー Trillium Software Systems が、名前およびアドレス データのクレンジングを提供します。 
	ユーザー定義ルールによる。


表 2: この表には、Microsoft、Oracle、IBM、および Hyperion のビジネス インテリジェンス プラットフォームに含まれる構築機能および管理機能をまとめています。
一方、弱点もいくつかあります。データ ソースに関しては、もっとネイティブにサポートされたデータベースを見ることができ、SAP や PeopleSoft などのよく知られたアプリケーション パッケージのデータを、それらのパッケージがサポートするデータベースからサポートしていればよいでしょう。この種のサポートは、最大規模の企業でのビジネス インテリジェンスの要件を実現するために役に立ちます。IBM や Oracle による競合する方法にもこの弱点があります。また、競合する方法にもなく、DTS にもないのは、パッケージ化されたデータ クレンジング機能と、名前およびアドレスのマージ、削除、および重複除去機能です。これらの欠落した機能は、Microsoft のパートナーによる統合製品で提供できます。対照的に、Oracle は単独でパッケージ化して価格を設定した製品、Oracle Pure Name and Address を提供しています。IBM は、Trillium からの統合されたパートナー製品で、単独でパッケージ化して価格を設定した製品を提供しています。
Oracle

Oracle9i のリレーショナルおよび多次元データ ウェアハウスを実装するときは、Enterprise Manager と Warehouse Builder の両方が必要になります。Oracle の追加のツールや製品も必要になるでしょう。必要な製品の数と、それらが単独で価格設定されパッケージ化されていることは、Oracle の構築機能および管理機能の弱点です。 

Oracle の構築機能および管理機能には、大きな強みもあります。Warehouse Builder には、優れた抽出機能があります。SAP R/3 以外にも、他の一般的なアプリケーション パッケージのデータに含まれるデータ ソースをサポートするようになると、もっとよくなるでしょう。Warehouse Builder は、多数の定義済み変換をパッケージ化し、それらをカスタマイズしたり新しい変換を開発したりするためのビジュアル ツールを提供します。ただし、これらのストアド プロシージャの実装は、DTS 変換の COM 実装ほど強力でフレキシブルではありません。また、DTS と同様に、Oracle Enterprise Manager もビジネス インテリジェンス プラットフォームのプロセスを指定するためのツールを提供しています。プロセスは構築および管理の任意の段階で実装でき、これらのプロセスのスケジューリング用に Oracle Workflow を使用することができます。 

Warehouse Builder の大きな弱点は、現バージョンが OLAP の構築機能および管理機能を提供していないことです。これは Oracle9i Enterprise Manager 内で行われます。また、変換をデータベース内に実装するのは管理の簡略化にとっては強みですが、これはデータ ウェアハウジングのすべての面を集中化するやり方です。処理が同時に行われるとき、変換処理はビジネス インテリジェンス アプリケーションの処理とやりとりできます。これらの作業負荷の管理を試みると、データベース エンジンに重い負荷がかかることがあります。インストールでは、この処理を管理するようにデータベースが切り替えられていないことがあります。対照的に、Microsoft はデータベースの外部で変換を実行するため、オペレーティング システムが作業負荷のバランスをとることができます。 

IBM

Data Warehouse Center (DWC) は、基本的な構築機能および管理機能です。DWC の主な強みは、DB2 UDB 機能としてのパッケージです。必要な構築および管理ツールセットが DWC だけであるのは、従来のデータ ソースが格納されたリレーショナル ウェアハウスだけがあり、変換の要件が単純な場合だけです。ビジネス インテリジェンス プラットフォームに OLAP が含まれる場合、よく知られたパッケージ アプリケーションのデータ ソースがある場合、および高度な変換が必要な場合は、追加の構築および管理製品が必要になります。これらの追加製品とは、その他のデータ ソースやもっと効率的なデータの移動が必要な場合は Warehouse Manager、OLAP の構築と管理が必要な場合は DB2 OLAP Administrative Services (Hyperion Essbase Administrative Services の商標をつけ直したもの)、高度な変換が必要な場合は ETI および Ascential となります。Warehouse Manager は、よく知られたソフトウェア環境の SAP R/3、i2、および Web (Web トラフィックを分析するため) の抽出機能をパッケージ化しています。これらの製品は別々にパッケージ化され価格が設定されるため、パッケージ、統合、複雑さにおける IBM の弱点になっています。Microsoft の構築および管理手法と比べると特にそうです。 

これらのツールセットで実装される機能の場合、抽出機能はデータベース内に実装され、SQL でアクセスできます。変換機能は、SQL でアクセスできるストアド プロシージャおよびユーザー定義関数として実装されます。SQL を使用すると、DBA にとってこれらの機能が学びやすくなり、使いやすく、管理しやすくなります。しかし、SQL を実装すると機能の豊富さと強さが制限されることがあり、SQL を実行するとビジネス インテリジェンス アプリケーションの処理が妨害されることがあります。 

Hyperion

包括的なビジネス インテリジェンス プラットフォームに OLAP が含まれるとき、Essbase Administration Services は OLAP の構築および管理用の正しいツールセットとなります。このツールセットにはデータ クレンジング機能がなく、ルール ベースの手続き型の抽出および変換機能は複雑ですが、Essbase は完全なビジネス インテリジェンス プラットフォームではないことに留意してください。ビジネス インテリジェンス プラットフォーム内で、Essbase のデータ ソースは一般にデータ ウェアハウスであり、データ ウェアハウスのデータは既に変換およびクレンジングされています。他の 3 つのビジネス インテリジェンス プラットフォームの変換およびクレンジング機能、専用の構築および管理ツールは、Essbase のものより機能豊富でフレキシブルです。しかし、Essbase データ ソースが運用システムである場合は、実装を成功させるためには追加の変換およびクレンジング製品が必要になります。 

結論
Microsoft、IBM、および Oracle は、ビジネス インテリジェンス プラットフォームのすべての要件に対応しています。これらの供給元は、リレーショナル データ ウェアハウジング、構築機能および管理機能、OLAP、データ マイニングと共に、リレーショナル データ ウェアハウス、OLAP のデータおよび分析機能、およびデータ マイニングに対するアプリケーション インターフェイスを提供しています。Hyperion は OLAP だけを提供します。各ビジネス インテリジェンス プラットフォームに関する弊社の分析は、次のようにまとめられます。 

· Microsoft は、包括的なビジネス インテリジェンス プラットフォームを提供します。構築機能および管理機能、OLAP 機能、およびアプリケーション インターフェイスは、同社の重要な強みです。データ マイニングはまだ日が浅いですが、データ マイニングの統合とデータ マイニング ツールは優れたものとなっています。
· Oracle は、包括的なビジネス インテリジェンス プラットフォームを提供します。このプラットフォームには完全なコンポーネント セットがありますが、OLAP およびデータ マイニング機能は立証済みではなく、データ マイニング ツールは低レベルで、構築機能および管理機能はリレーショナル データと OLAP データに対して一貫した実装が行われていません。
· IBM は、包括的なビジネス インテリジェンス プラットフォームを提供します。リレーショナル データ ウェアハウジングとデータ マイニングは重要な強みです。OLAP 機能は優れていますが、Hyperion から OEM 供給を受けたものであるため、プラットフォームは十分に統合されていません。構築機能および管理機能には必要なツールセットが多すぎ、リレーショナル データの管理と OLAP データの管理の間が分断されています。
· Hyperion は、ビジネス インテリジェンス プラットフォームのニッチ市場が中心ですが、同社の OLAP テクノロジは IBM のビジネス インテリジェンス プラットフォームの必須コンポーネントです。 

パッケージ化と価格設定を分析に含めると、Microsoft が IBM と Oracle を大きくリードしています。Microsoft プラットフォーム全体は SQL Server 2000 Enterprise Edition に含まれ、価格はプロセッサあたり 19,999 ドルです。IBM と Oracle の場合、各プラットフォーム コンポーネントは別々に価格が設定されます。IBM のビジネス インテリジェンス プラットフォームのプロセッサあたりの価格は、OLAP のユーザーごとの料金を追加する前に 138,600 ドルです。Oracle のビジネス インテリジェンス プラットフォームのプロセッサあたりの価格は、構築機能および管理機能のユーザーごとの料金 5,000 ドルを追加する前に 80,000 ドルです。機能が同等であると考えても、Microsoft は IBM や Oracle の 5 ～ 8 倍以上の価値を提供しています。しかし、機能が同等であるという仮定は正しくありません。Microsoft は、ほとんどのプラットフォーム コンポーネントで同等以上の機能を提供しています。機能が劣るのは、IBM と比較したときのデータ マイニングだけで、構築および管理、OLAP、アプリケーション インターフェイスではより優れた機能を提供しています。 
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